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(57)【要約】
一実施例における機器は、電気通信システム内の発呼端
末および被呼端末と、呼を被呼端末に発信する前に発呼
端末で入力される指定名または優先コールバック番号の
うちの少なくとも１つと、発呼端末を被呼端末に動作可
能に結合する少なくとも１つの電気通信システムとを有
し、指定名および／または優先コールバック番号は、発
呼側からの呼に関する被呼端末における発呼側情報であ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気通信システム内の発呼端末および被呼端末と、
　前記被呼端末に呼を発信する前に前記発呼端末で入力される指定名または優先コールバ
ック番号のうちの少なくとも１つと、
　前記発呼端末を前記被呼端末に動作可能に結合する少なくとも１つの電気通信システム
とを含むシステムであって、
　前記指定名および／または前記優先コールバック番号は、前記発呼側からの前記呼に関
する前記被呼端末における発呼側情報である、システム。
【請求項２】
　前記発呼端末は、パーソナルコンピュータ、加入者電話、公衆電話、ＶｏＩＰ（ボイス
・オーバ・インターネット・プロトコル）電話、または移動端末のうちの１つであり、前
記被呼端末は、パーソナルコンピュータ、加入者電話、公衆電話、ＶｏＩＰ電話、または
移動端末のうちの１つである、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記電気通信システムは、ＰＴＳＮ（公衆交換電話網）ネットワーク、インターネット
、またはセルラネットワークのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のシステム
。
【請求項４】
　前記システムは、テレホンカードがアクティブ化されたときに指定名または優先コール
バック番号のうちの少なくとも１つが前記電気通信システムに提供されるテレホンカード
機能をさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記テレホンカードがアクティブ化されたときに前記電気通信システムに提供される指
定名または優先コールバック番号のうちの前記少なくとも１つは、前記被呼端末に呼を発
信する前に、前記発呼端末において指定名または優先コールバック番号のうちの新規の少
なくとも１つでオーバーライド可能である、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記呼はＶｏＩＰ呼である、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　電気通信システム内で被呼端末に呼を発信する前に、発呼端末に関する指定発呼者名ま
たはデフォルト・コールバック番号とは違う優先コールバック番号のうちの少なくとも１
つを指定するステップと、
　前記指定発呼者名および優先コールバック番号を被呼端末における発呼側情報として提
供するステップとを含む方法。
【請求項８】
　テレホンカードでは、前記テレホンカードがアクティブ化されたときに指定発呼者名お
よび優先コールバック番号が指定され、公衆電話局を介して発信される呼では、前記呼が
発信される前にＰＳＴＮ（公衆交換電話網）電話が指定発呼者名およびコールバック番号
を入力するオプション機能を有し、公衆電話局を介して発信される呼では、前記呼が発信
される前に公衆ＰＳＴＮ電話が指定発呼者名および優先コールバック番号を入力するオプ
ション機能を有し、公衆電話局のＰＣからＰＳＴＮへの呼では、前記呼が発信される前に
ＰＣ（パーソナルコンピュータ）クライアントが指定発呼者名および優先コールバック番
号をキャプチャし、自宅ＶｏＩＰ電話を介して発信される呼では、指定発呼者名および優
先コールバック番号をサービスアクティブ化の一部分として提供する、請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
　前記発呼端末は、パーソナルコンピュータ、加入者電話、公衆電話、ＶｏＩＰ（ボイス
・オーバ・インターネット・プロトコル）電話、または移動端末のうちの１つであり、前
記被呼端末は、パーソナルコンピュータ、加入者電話、公衆電話、ＶｏＩＰ電話、または
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移動端末のうちの１つであり、前記電気通信システムは、ＰＴＳＮネットワーク、インタ
ーネット、またはセルラネットワークのうちの少なくとも１つを含む、請求項７に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記電気通信システムは、テレホンカードがアクティブ化されたときに指定名または優
先コールバック番号のうちの少なくとも１つが前記電気通信システムに提供されるテレホ
ンカード機能をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、電気通信ネットワークに関し、より詳細には、発呼者ＩＤ（発呼者
識別）機能を有する電気通信ネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線および有線通信システムは絶えず進化している。システム設計者は、サービスプロ
バイダのためにもエンドユーザのためにもより多くの機能を開発し続けている。無線電話
システムの分野では、最近、セルラベースの電話システムが非常に進歩した。無線電話シ
ステムは、様々な変調方式に基づいて利用可能であり、いくつかの割り当てられた周波数
帯を使用することができる。利用可能な変調方式には、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）また
は符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）を使用するアナログＦＭおよびデジタル変調方式がある
。各方式は、システムアーキテクチャ、周波数再利用、および通信品質に関して固有の利
点および不利な点を有する。しかし、製造業者がサービスプロバイダに提供する機能、お
よびサービスプロバイダが消費者に提供する機能は、異なる無線システム間で同様である
。
【０００３】
　エンドユーザが利用可能な無線電話は、使用変調方式に関係なく、いくつかの重要な機
能を有する。ほとんどすべての無線電話は、少なくとも、番号およびテキストを入力する
ためのキーボード、ならびに、ユーザが、テキスト、ダイヤルされた番号、ピクチャ、お
よび着信発呼者番号を表示することができるようにするディスプレイを含む。さらに、無
線電話は、電子電話帳、短縮ダイヤル、シングル・ボタン・ボイスメール・アクセス、お
よびｅメールなどのメッセージング機能を含んでもよい。
【０００４】
　特に有用な機能は、無線電気通信システムででも、有線電気通信システムででも、発呼
者ＩＤを提供する。発呼者ＩＤは、着呼の受信者が、応答する前にでも、着呼が発信され
ている番号を確認することができるようにするネットワークサービス機能である。
【０００５】
　知られている有線および無線電気通信システムのほかに、今では、インターネット電話
もある。インターネット電話は、人々がインターネットを電話通話のための伝送媒体とし
て使用することができるようにする一種のハードウェアおよびソフトウェアである。無料
または定額インターネット・アクセスを有するユーザのために、インターネット電話ソフ
トウェアは、本質的に、世界中どこででも安価な電話通話を提供する。インターネット電
話製品は、ＩＰ（インターネット・プロトコル）電話、ボイス・オーバ・インターネット
（ＶＯＩ）またはボイスオーバＩＰ（ＶｏＩＰ）製品と呼ばれることもある。ＶｏＩＰ、
すなわちボイス・オーバ・インターネット・プロトコルは、インターネットまたは他のデ
ータネットワークを介して音声電話信号を送信するプロセスである。電話信号がアナログ
フォーマット（音声またはファックス）である場合は、信号は、まず、デジタルフォーマ
ットに変換される。次いで、デジタル音声信号がインターネットまたは他のデータネット
ワークを介してルーティングされることができるように、デジタル音声信号にパケット・
ルーティング情報が付加される。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　現在、電気通信システムは、呼がＶｏＩＰネットワークを通過する場合、発呼側情報を
表示するのに多くの問題を有する。したがって、当技術分野では、インターネット電話環
境で動作する発呼者ＩＤ機能を提供する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態は機器を包含する。この機器は、電気通信システム内の発呼端末および被呼
端末と、被呼端末に呼を発信する前に発呼端末で入力される指定名または優先コールバッ
ク番号のうちの少なくとも１つと、発呼端末を被呼端末に動作可能に結合する少なくとも
１つの電気通信システムとを含んでもよく、指定名および／または優先コールバック番号
は、発呼側からの呼に関する被呼端末における発呼側情報である。
【０００８】
　他の実施形態は、機器を包含する。この機器は、電気通信システム内で被呼端末にＶｏ
ＩＰ呼を発信する発呼端末と、被呼端末にＶｏＩＰ呼を発信する前に発呼端末で入力され
る指定名または優先コールバック番号のうちの少なくとも１つとを含んでもよく、少なく
とも１つの電気通信システムは、発呼端末を被呼端末に動作可能に結合し、電気通信シス
テムは、データネットワーク、およびＰＳＴＮ（公衆交換電話網）またはセルラネットワ
ークのうちの少なくとも１つを有し、指定名および／または優先コールバック番号は、発
呼側からのＶｏＩＰ呼に関する被呼端末における発呼側情報である。
【０００９】
　一実施形態は方法を包含する。本方法のこの実施形態は、電気通信システム内で被呼端
末に呼を発信する前に発呼端末において発呼者名または優先コールバック番号のうちの少
なくとも１つを指定するステップと、呼を発信し、その呼を被呼端末にルーティングする
ステップと、名前および優先コールバック番号を被呼端末における発呼側情報として提供
するステップとを含んでもよい。
【００１０】
　他の実施形態は方法を包含する。本方法のこの実施形態は、電気通信システム内で被呼
端末に呼を発信する前に、発呼端末に関する指定発呼者名またはデフォルト・コールバッ
ク番号とは違った優先コールバック番号のうちの少なくとも１つを指定するステップと、
被呼端末における発呼側情報として指定発呼者名および優先コールバック番号を提供する
ステップとを含んでもよい。
【００１１】
　本発明の例示的実施形態の特徴は、本説明、特許請求の範囲、および添付の図面から明
らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本方法および機器の１つの方法論は、発呼者がＶｏＩＰ呼またはＰＳＴＮ公衆電話局呼
を発信する前に名前および優先コールバック番号を指定することに関する。本方法および
機器の他の方法論は、ＶｏＩＰネットワークおよびＰＳＴＮネットワークを介して指定発
呼者名および優先コールバック番号をルーティングするネットワークに関する。本方法お
よび機器の他の方法論は、指定発呼者名および優先コールバック番号の被呼側への提示に
関する。本方法および機器の諸実施形態は、ＰＴＳＮネットワーク、データネットワーク
、セルラネットワーク、およびそのようなネットワークの組合せなど、様々なネットワー
クで使用されてもよい。本方法および機器の諸実施形態は、インターネットを介して発信
される呼で特に有用である。
【００１３】
　図１は、本方法および機器による発呼者ＩＤを有する電気通信ネットワーク内の機器の
一実施形態を示す。ＶｏＩＰは、ＩＰネットワーク１１４などのインターネットを介した
電話通話の伝送である。インターネットは、パケット交換によってネットワークを介して
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データの小さなパケットを送信する。ソースにおいて、大量のデータが多くのパケットに
分割される。各パケットは、各パケットをどこにルーティングするかを示すアドレスを与
えられる。宛先において、パケットが元のデータにリアセンブルされる。パケット交換は
、２つのソース間で接続が維持されなければならない時間を最小化し、したがってネット
ワーク上の負荷を低減するので、非常に効率がよい。
【００１４】
　ＩＰ電話またはＶｏＩＰでは、セッションが開始された後は、スピーカからのアナログ
音声信号は、デジタルフォーマットに変換され、インターネットを介して送信されるＩＰ
パケットに圧縮される。受信端では、この信号はパケットからデジタル信号に解凍され、
次いで、このデジタル信号は受話者のためにアナログ信号に変換される。ＶｏＩＰ呼は、
様々なシナリオの下で生じる可能性がある。呼が生じるためには、ユーザは、ブロードバ
ンド伝送標準、ゲートウェイ、および場合によってはアダプタを含めて、必要な構成要素
へのアクセスを有しなければならない。
【００１５】
　コンピュータからコンピュータへ、コンピュータから電話へ、電話からコンピュータへ
、電話から電話へを含めて、いくつかの異なるＶｏＩＰシナリオがある。呼は同じ基本フ
ォーマットに従うが、音声データのソースおよび宛先によって伝送に少しの違いがある。
【００１６】
　１つのコンピュータから別のコンピュータ、例えばＰＣ（パーソナルコンピュータ）１
１６およびＰＣ１１８に行われる呼は、各コンピュータユーザが、同じソフトウェア、マ
イクロホン、スピーカ、サウンドカード、および高速インターネット接続を有することを
必要とする。呼がコンピュータから行われる場合は、ゲートウェイは必要とされない。Ｖ
ｏＩＰソフトウェアが受信者のコンピュータにマップし、セッションを開始する。２つの
チャネルがコンピュータ間に各方向に１つずつセッションの一部分として実施される。こ
れは、各コンピュータが別のコンピュータからデータのパケットを予期することを知って
いることを意味する。
【００１７】
　呼がコンピュータを介して発信される場合は、コンピュータは、アナログ音声信号をデ
ジタル化し、それをパケットに圧縮し、それをインターネットを介して受信者のコンピュ
ータに送信する。受信者のコンピュータは、パケットを編成し、それらを受信者が聞くた
めに元のデータに解凍する。同じことが受信者から発呼者に生じる。会話が終了したとき
、発呼者のコンピュータは、セッションを終了する信号を受信者のコンピュータに送信す
る。
【００１８】
　１つのコンピュータから別のコンピュータに行われる長距離呼に対する課金はないが、
多分、インターネットへの接続に対する毎月のＩＳＰ（インターネット・サービス・プロ
バイダ）料金はある。
【００１９】
　コンピュータから電話、例えばＰＣ１１８および加入者の自宅電話１０６に発信された
呼は、コンピュータユーザが必要なソフトウェア、マイクロホン、スピーカ、サウンドカ
ード、および高速インターネット接続を有することを必要とする。コンピュータソフトウ
ェアは、ＰＳＴＮおよびＳＳ７　１０２などの受信者のＰＳＴＮに最も近いＶｏＩＰゲー
トウェイ１１２などのゲートウェイにマップする。セッションが確立された後は、２つの
チャネルがコンピュータ１１８とゲートウェイ１１２との間で実施される。これは、コン
ピュータ１１８およびゲートウェイ１１２が相互からデータのパケットを予期することを
知っていることを意味する。また、ゲートウェイ１１２と受信者１０６との間のＰＳＴＮ
１０２上に開回路が存在する。
【００２０】
　呼がコンピュータ１１８を介して発信される場合は、コンピュータ１１８は、アナログ
音声信号をデジタル化し、それをパケットに圧縮し、それをインターネット１１４を介し
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てゲートウェイ１１２に送信する。ゲートウェイ１１２は、パケットを編成し、それらを
受信者１０６に送達されるべき元のデータに解凍する。データが受信者１０６から来る場
合は、ゲートウェイ１１２は、アナログ音声信号をデジタル化し、それをＩＰパケットに
圧縮し、それを発呼者のコンピュータ１１８へのトランスポートのためにインターネット
１１４上に移す。パケットがコンピュータ１１８によって受信されたとき、パケットは整
理され元のデータに解凍される。
【００２１】
　会話が終了したとき、発呼者のコンピュータ１１８は、ゲートウェイ１１２にセッショ
ンを終了する信号を送信する。次いで、ゲートウェイ１１２は、それと受信者１０６との
間の回路を閉じる。これで受信者１０６は自由に他の呼を受け入れることができる。セッ
ションが終了された後は、ゲートウェイ１１２がそのメモリから、ゲートウェイからコン
ピュータへのマッピングを除去する。このタイプの呼は、ゲートウェイ１１２と受信者１
０６との接続によって１分ごとの少額の料金がかけられ、ゲートウェイ１１２によってコ
ストが課されることもあるが、従来の長距離通話よりずっと安いであろう。コスト節約の
ために、使用されるＰＳＴＮ１０２は、ゲートウェイから受信者への接続のための価格を
最小化するために、受信者１０６のできるだけ近くに配置される。さらに、多分、インタ
ーネット１１４への毎月のＩＳＰ接続料がある。
【００２２】
　加入者の自宅電話１０６などの電話およびＰＣ１１８などのコンピュータから行われる
呼は、発呼者が最初にゲートウェイ１１２などのゲートウェイにダイヤルする場合、なら
びにコンピュータユーザが必要なソフトウェア、マイクロホン、スピーカ、サウンドカー
ド、および高速インターネット接続を有する場合に、動作するだけである。発呼者１０６
がゲートウェイ１１２に接続された後で、受信側１１８の番号がダイヤルされる。この番
号は、ゲートウェイ１１２によって一時的に記憶される。ゲートウェイ１１２は、入力さ
れた番号のフォーマットをチェックし、次いで、誰にその番号をマップするか決定する。
マップする際に、番号が受信者のコンピュータ１１８のＩＰアドレスに添付される。セッ
ションが確立された後は、ゲートウェイ１１２とコンピュータ１１８との間に２つのチャ
ネルが実施される。これは、ゲートウェイ１１２およびコンピュータ１１８が相互からデ
ータのパケットを予期することを知っていることを意味する。発呼者１０６とゲートウェ
イ１１２との間のＰＳＴＮ１０２上にも開回路がある。
【００２３】
　呼がゲートウェイ１１２を介して受信者１１８に発信される場合は、ゲートウェイ１１
２は、アナログ音声信号をデジタル化し、それをＩＰパケットに圧縮し、それを受信端に
おけるコンピュータ１１８へのトランスポートのためにインターネット１１４上に移す。
パケットがコンピュータ１１８によって受信されたとき、パケットは整理され、元のデー
タに解凍される。データが受信者１１８から来る場合は、コンピュータ１１８は、アナロ
グ音声信号をデジタル化し、それをパケットに圧縮し、それをインターネット１１４を介
してゲートウェイ１１２に送信する。ゲートウェイ１１２は、パケットを編成し、それら
を発呼者１０６に送達されるべき元のデータに解凍する。
【００２４】
　発呼者が話を終わって電話１０６を切ったとき、発呼者１０６と発呼者のゲートウェイ
１１２との間の回路は閉じられる。この回路が閉じられた後は、発呼者の電話回線は自由
に他の呼を受け入れることができる。次いで、ゲートウェイ１１２はセッションを終了す
る信号を受信者のコンピュータ１１８に送信する。セッションが終了された後は、ゲート
ウェイ１１２はそのメモリから、ゲートウェイからコンピュータへのマッピングを除去す
る。
【００２５】
　このタイプの呼は、ゲートウェイ１１２への接続によってかけられる市内通話コストお
よびゲートウェイ１１２によって課されるコストを生じさせるだけであろう。コンピュー
タユーザは、多分、インターネット１１４への接続のための毎月のＩＳＰ料金を有するで
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あろう。
【００２６】
　ＶｏＩＰは、従来のＰＳＴＮ電話から発信されそこで終了されることができるトラフィ
ックをルーティングするために使用される。１つの電話１０６から別の電話１２６への呼
は、ゲートウェイ１１２への接続から開始する。発呼者が到達したいと思う人または場所
の番号をダイヤルする前に、まずゲートウェイ１１２に到達するために特別の番号がダイ
ヤルされなければならない。ゲートウェイ１１２への接続後、発呼者１０６は自分が話し
たいと思うパーティの番号をダイヤルし、その番号はゲートウェイ１１２によって一時的
に記憶される。ゲートウェイ１１２は、入力された番号のフォーマットをチェックし、次
いで、誰にその番号をマップするか決定する。マップする際に、番号は別のゲートウェイ
１２２のＩＰアドレスに添付される。この別のゲートウェイ１２２は、ダイヤルされた番
号のＰＳＴＮ１２４に直接、またはできるだけ近くに接続される。２つのチャネルがゲー
トウェイ１１２とゲートウェイ１２２との間に各方向に１つずつセッションの一部分とし
て実施される。これは、各ゲートウェイが他のゲートウェイからデータのパケットを予期
することを知っていることを意味する。
【００２７】
　呼がゲートウェイ１１２を介して受信者１２６に発信される場合、ゲートウェイ１１２
は、アナログ音声信号をデジタル化し、それをＩＰパケットに圧縮し、それを受信端にお
けるゲートウェイ１２２へのトランスポートのためにインターネット１１４上に移す。パ
ケットがゲートウェイ１２２によって受信されたとき、パケットは整理され、元のデータ
に解凍され、受信者１２６に送達される。同じことが受信者１２６から発呼者１０６に起
こる。発呼者の端１０６におけるゲートウェイ１１２は、それ自体と発呼者１０６との間
の回路を開けておく。受信者の端１２６におけるゲートウェイ１２２は、それ自体と受信
者１２６との間の回路を開けておく。これらの開回路は、ゲートウェイ１１２および１２
２へのＰＳＴＮ１０２および１２４などのＰＳＴＮ接続である。
【００２８】
　発呼者１０６が話を終わって電話を切ったとき、発呼者１０６と発呼者のゲートウェイ
１１２との間の回路は閉じられる。この回路が閉じられた後は、発呼者の電話回線は自由
に他の呼を受け入れることができる。次いで、ゲートウェイ１１２は、受信者のゲートウ
ェイ１２２にセッションを終了する信号を送信する。受信者の端にあるゲートウェイ１２
２はそれと受信者１２６との間の回路を閉じる。これで受信者１２６も自由に他の呼を受
け入れることができる。セッションが終了された後は、ゲートウェイ１１２および１２２
は、メモリから、番号からゲートウェイへのマッピングを除去する。
【００２９】
　電話間のＶｏＩＰ呼の料金は、従来の長距離通話よりずっと安い。２つの電話間で行わ
れるＶｏＩＰ呼に関連する唯一のコストは、ゲートウェイ・オペレータによってどのよう
なコストが課されても、ゲートウェイに到達する際にかけられる市内通話コストだけであ
る。受信者の端のゲートウェイは、ゲートウェイと受信者の電話システムと間の接続の距
離に応じてより多くのまたはより少ない料金を課す。
【００３０】
　他の装置からの呼は、同様のやり方で処理されることができる。例えば、呼は、基地局
１３０および移動交換センタ１２８を介してＰＳＴＮ１２４に接続する加入者の移動電話
１３２から発信しても、またはそれによって受信されてもよい。呼はまた、ＰＳＴＮ１０
２に結合されている公衆電話局（ＰＣＯ）１０８を介して公衆電話１００、１１２、１１
４から発信してもよい。ＶｏＩＰ電話である電話は、インターネットまたはＩＰネットワ
ーク１１４に直接結合されてもよい。
【００３１】
　テレホンカード・システム１０４は、ＰＳＴＮ１０２に接続されてもよい。テレホンカ
ードまたは電話カードは、電話通話の通話料金を支払うために使用されることができるプ
リペイドカードまたはクレジットカードでもよい。バーチャル・テレホンカードも知られ
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ていて、通常、アクセスコードをすぐに提供するオンラインサービスであるが、チケット
レス・ビリングと同様の実際のテレホンカードではない。それに対応して、テレホンカー
ド通話は、料金が発信電話番号にではなく、この目的にために市内交換または長距離電話
会社によって発行された電話テレホンカードに請求される通話である。
【００３２】
　一般に、テレホンカードは、毎月の料金のないプリペイドサービス電話である。テレホ
ンカードでは、呼を発信するためにどこででも、いかなる電話でも、公衆電話でも使用さ
れる。各テレホンカードは、サービスを使用するために必要とされるＰＩＮ番号と呼ばれ
る番号を有する。ＰＩＮは、その特定の電話カードのために指定された個人識別番号であ
る。
【００３３】
　アクセス番号は、テレホンカード・システムに入るためにダイヤルされる電話番号であ
る。米国では、アクセス番号は、一般に、ユーザをテレホンカード・ネットワークに載せ
、ユーザが費用効果の高い通話をすることができるようにする８００のフリーダイヤル番
号である。一般に、アクセス番号は電話カードの裏面に表示されている。
【００３４】
　図２は、電気通信ネットワーク内の発呼者ＩＤ機能を提供するための一例示的流れ図を
示す。本方法のこの実施形態は、発呼端末において、電気通信システム内で被呼端末に呼
を発信する前に発呼者名または優先コールバック番号のうちの少なくとも１つを指定する
ステップ（２０１）と、呼を発信し、その呼を被呼端末にルーティングするステップ（２
０２）と、名前および優先コールバック番号を被呼端末における発呼側情報として提供す
るステップ（２０３）を含んでもよい。
【００３５】
　図３は、電気通信ネットワーク内で発呼者ＩＤ機能を提供するための他の例示的流れ図
を示す。本方法のこの実施形態は、電気通信システム内で被呼端末に呼を発信する前に発
呼端末に関する指定発呼者名またはデフォルト・コールバック番号とは違う優先コールバ
ック番号のうちの少なくとも１つを指定するステップ（３０１）と、指定発呼者名および
優先コールバック番号を被呼端末における発呼側情報として提供するステップ（３０２）
を含んでもよい。詳細には、テレホンカードでは、テレホンカードがアクティブ化された
ときに指定発呼者名および優先コールバック番号が指定され（３１１）、公衆電話局を介
して発信される呼では、呼が発信される前にＰＳＴＮ電話が指定発呼者名およびコールバ
ック番号を入力するオプション機能を有し（３１２）、公衆電話局を介して発信される呼
では、呼が発信される前に、公衆ＰＳＴＮ電話が指定発呼者名および優先コールバック番
号を入力するオプション機能を有し（３１３）、公衆電話局のＰＣからＰＳＴＮへの呼で
は、呼が発信される前にＰＣクライアントが指定発呼者名および優先コールバック番号を
キャプチャし（３１４）、自宅のＶｏＩＰ電話を介して発信される呼では、指定発呼者名
および優先コールバック番号をサービスアクティブ化の一部分として提供する（３１５）
。
【００３６】
　ＩＰネットワークに関して、ＩＰネットワークは、ＳＩＰ（セッション開始プロトコル
）、Ｈ．３２３などのシグナリング・プロトコル内の新規のメッセージを使用して、発呼
者名およびコールバック番号をルーティングする。メッセージがＶｏＩＰゲートウェイに
到達した後は、ＶｏＩＰゲートウェイは、この情報を、それ自体の情報に入れるのではな
く、ＰＳＴＮ発信側情報にポピュレートするために使用してもよい。ＳＩＰは、マルチメ
ディア通信セッションを設定し、管理し、終了するためにテキストフォーマットのメッセ
ージを使用するアプリケーション層プロトコルである。ＳＩＰは、ＩＴＵ　Ｈ．３２３パ
ケット・マルチメディア・システムの簡略版である。ＳＩＰはＲＦＣ２５４３で規定され
ている。
【００３７】
　被呼端末は、現在の発呼側情報を表示するために現在の技術を使用して発呼側拡張情報
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を表示することができる。発呼側拡張情報は、ビジュアルおよび／またはオーディオなど
様々なフォーマットで表示されることができる。
【００３８】
　一実施例における本機器は、電子構成要素、ハードウェア構成要素、およびコンピュー
タソフトウェア構成要素のうちの１つまたは複数など、複数の構成要素を含んでもよい。
いくつかのそのような構成要素は、機器に組み込まれていても分離されていてもよい。
【００３９】
　本明細書で説明されたステップまたは動作は例示だけである。本発明の趣旨から逸脱す
ることなくこれらのステップまたは動作に対して多くの変形形態があってもよい。例えば
、これらのステップは異なる順序で実施されてもよく、いくつかのステップが追加されて
も、削除されても、変更されてもよい。本発明の例示的諸実施形態が本明細書で詳細に図
示され説明されてきたが、本発明の趣旨から逸脱することなく様々な変更、追加、代替な
どが行われることができ、したがって、これらは添付の特許請求の範囲で定義された本発
明の範囲内にあるとみなされることが当業者には明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】発呼者ＩＤ機能を有する電気通信ネットワーク内の機器の一実施形態を示す図で
ある。
【図２】電気通信ネットワーク内の発呼者ＩＤ機能を提供するための一例示的流れ図であ
る。
【図３】電気通信ネットワーク内で発呼者ＩＤ機能を提供するための他の例示的流れ図で
ある。

【図１】 【図２】



(10) JP 2009-515482 A 2009.4.9

【図３】



(11) JP 2009-515482 A 2009.4.9

10

20

30

40

【国際調査報告】
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